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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は、在日フィリピン人の地域参加に関する都市社会学的研究である。大都市コミュニティにおける「民族関
係」の形成に寄与する理論構築を試み、優れて独創的な研究成果をもたらしている。 
 第１章「序論」では、在日フィリピン人が他の新来外国人に比して日本での定住化が進んでいる現状から、コミュ
ニティ研究が一つの重要な課題であるとする。 
 在日フィリピン人社会を概観した第２章「フィリピンから日本への人口移動」では、定住化の程度の違いによりエ
スニック集団・国籍間で日本社会への統合度が異なることを具体的に示し、前章で提起した理論的課題の妥当性を主
張する。その主張は的確である。 
 第３章「名古屋におけるフィリピン人コミュニティとその地域参加」では、名古屋市中区栄東地区の参与観察、イ
ンタビュー、および住民意識調査を通して、フィリピン人住民と日本人住民の関係形成に関する貴重な知見を得た。
それらはどれも克明かつ正確であり、次章の分析に必要十分な資料を入手している。 
 第４章「考察」では、前章を受けて関係形成の条件を二つの方向から分析する。第一に、「接触仮説」の諸条件
（R.Brown）が当該地区に揃っていたこと、第二に町内会など日本人組織との交渉に耐えうる組織がフィリピン人の
側にも存在していたことである。定住化が進んでいる在日フィリピン人は、労働のみならず、生活組織の形成にも関
心を向けていたことが、地域参加にポジティブに作用した。「接触仮説」と「組織形成」――この分析結果は、日系
ブラジル人など他のエスニック集団との比較研究や、日本以外の国へ移住したフィリピン人との比較研究を本格化さ
せることによって、さらに理論性を高める必要がある。それを今後の課題とすべきであるが、研究の現段階において
は、今後に繋がる貴重な仮説を索出した功績を評価したい。 
 第５章「終章―結合的な民族関係の構築にむけて」では、前章の分析結果を踏まえて、コミュニティ政策を見据え
た関係形成プログラムの理論化が大胆に試みられる。新来外国人とホスト社会の結合的な民族関係の形成には、状況
判断―資源利用―装置づくり、これら段階的な環境整備が必要であるとする。堅実な実証研究を基礎に置く実践的理
論だけに、強い説得力がある。 
 補論「フィリピン人のコミュニティ意識とは」は、在日フィリピン人の行動様式を「文化型」（R.Benedict）に遡
って説明するために、マニラ都市圏で論者が独自に行った質問紙調査の結果の分析である。 
 本論文は、在日フィリピン人社会に関する本邦初の体系的研究である。日本社会のグローバル化の行く末を睨みつ
つ、大都市コミュニティの民族関係に関する理論構築に成功した、きわめて優れた研究成果である。 
 以上の所見により、本論文は、大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認められる。 
 
